
 
 

 SBAR（エスバー） ～シンプル 効果的に報告～

①状況（S：Situation）…◆患者に何が起きているか!？ 
例）（部署名）の （自分の名前） です。 
患者さんのお名前は     です。   才（性別）です。 
患者さんが     の状態なのでコールしました（不眠・不穏など懸念を伝える。） 

②背景（B：Background）…◆患者の臨床的な背景・状況は何か！ 
例）     さんの入院（来院）の目的は（知っている範囲で簡潔に）です。 
呼吸・循環・意識レベル・症状・外見（ぱっと見た感じ）等の異常所見を伝える。 
血圧は    。脈拍は   。呼吸は   。体温は   です。 

異常所見に関連したバイタルサインのみ伝える。必要なければ省略可。 

③評価（A：Assessment）…◆私が考える問題は何か！ 
 例）とりあえず結論を伝える。 
私は、       の恐れ、疑いがあると思います。（心臓・呼吸・感染・中枢） 
原因はよく分かりませんが、      と心配です。 

④提案（R：Request）…◆私の提案はこれ！ 

 例）「薬を出してください」「すぐに診察してください」 
「後でよいので診てください」など。 
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